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(昭和9年8月4日 受稿)

Aus der I. Chiruigischen Klinik der Okayama Medizinischen Fakultat

 (Vorstand: Prof. Dr. F. Ishiyama).U

ber den Einfluss des Kupfers auf die Gallensteinbildung.

Von 

Takao Tsurumi.

Eingegangen am 4. August 1934.

Ich habe neuerdings in einigen 

forschungsberichten gelesen, dasz eine 

betrachtliche Menge Kupfer im Gallen

stein enthalten ist und dasz, wenn man 

verschiedenen Tieren Kupfer per os 

einzunehmen gebt, bei ihnen der 

Gallenstein sich bildet. Jedoch habe 

ich noch keine genauere Untersuchung 

der Beziehung zwischen Kalzium (ein 

wichtiger Gallensteinbestandteil) und 

Kupfer gefunden, wenn das auch immer 

zur Unzulanglichkeit meiner Kenntnis 

zuruckzufuhren sein mag.

Deshalb habe ich die Moglichkeit 

der Gallensteinbildung untersucht, indem 

ich in der hypercalcamischen und 

anderen verschiedenen Perioden gesund

en Hunden Kupfer gegeben.

Ich konne so aus meinen Experi

menten schlieszen, dasz das Kupfer 

einen gewissen Einflusz auf die Gallen

steinbildung ausube.

Ich bin nun davon uberzeugt, dasz 

das Resultat meiner Arbeit einmal zur 

Neuheit unserer Wissenschaft gehoren 

wird. (Autoreferat. )
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第1章　 緒 言

1926年Meunier氏竝ニSt, Laurens氏 ガ

膽石 中所 謂膽色素結石 ト稱 セラルル モノ中 ニ

於テ相當量 ノ銅 ノ含有 サルル事 ヲ報 道 シ,續

イテ1927年 ニPee1氏 ガ膽 色素結石竝 ニ 「コ

レステ リン」色素結石 ノ灰 ガ黒 色ニ シテ且之

ヲ酸 ニ溶解 シ然 ル後「アムモニヤ」ヲ加 フル時

ハ強青色 ヲ呈 スル事 ヨ リ竝 ニ銅 ノ相 當量 ノ包

含サルル事 ヲ發表 セ リ. H. Fischer氏 ハ1925

年 既 ニ 「ボル フイ リン」患者 ヨリ「ボル フイ リ

ン」ト稱 スル1種 ノ銅鹽 ヲ析出 シ,一 方War

burg氏(1927)Abder halden, Moller氏(19

28)ハ 血 清 中ニ銅 ノ存 スル事 ヲ發表 セ リ.其 ノ

後 ニ至 リテHoppe-Seyler氏, Hammarsten

氏 ガ色素結石 中ニ銅 ノ ミナ ラズ鐵 ノ存在 セル

事 ヲ報道 セ シ事實 ハ既 ニ廣 ク吾 人 ノ頭 中 ニ存

スル處ナ リ.然 レ共之 等 ノ事實 ニ關 シ追試 ヲ

試 ミル者 ナク殆 ド忘却 サ レ シ觀 ア リタ リ.

 1928年11月 ニ至 リテ漸 ク大島氏竝 ニSchon

heimer氏 ニ依 ル人體各臟器 ニ於 ケ ル銅分布

ニ關 スル定量分析結 果 ノ發表 ヲ見ル ニ至 リシ

ハ斯界 ノ一大注 目ニ價 スル所 ナ リ.蓋 シ定性

的ニ生活組織 中ニ於 テ必 ズ銅 ノ存在 セル事 ハ

既 ニ久 シキ以前 ヨリ證 明 セラ レタル事實 ナル

モ之 ガ定量分析 ノ結果 ヲ通觀 スル ニ標 準 トモ

ナル可 キ銅 含有量 ノ數字表示 ニ至 リテハ完全

ナル 一致 ヲ見 ズ誠 ニ遺 憾ノ點多 々 ア リ.之 ガ

原因タル ヤR. Schonheimer, W. Herkel氏

ヲ シテ言 ハ シム レバ一ニ計 量 方法ノ缺 點ニ存

スル モノニ シテ氏等 ノ曰ク凡 ソ各臟器 ニ於 ケ
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ル銅 含有 量ハ頗 ル僅少ナル モノニシテ1kgノ

組 織 中僅 ニ數 「ミリグ ラム」含有 セラルルニ過

ギズ,而 シテ其 ノ含 有量最多 ナル器官 ハ肝臟

ナルハ汎 ク諸 學者 ノ一致 スル所 ナ ル モ尚 ホ

1kgニ 就 キ20-30mgニ 過 ギズ 飜 ツテ 此ガ

定量分析 實施 ニ當 リテハ從來 ノ方法 ニ於 テハ

甚 ダシク多量 ノ組織 ヲ使用 セ シ爲ナ ランカ ト

述 ベタ リ.大 島, Schonheimer氏 ノ 方法 ヲ見

ルニ,之 等 ニ比 シ遙カ ニ優秀 ナルモノナルハ

Hoppe-Seyler's Zeits. f. Physiol. Chem.

 Bd180Heft4-6ニ 明 カナル所 ニ シテ氏等 ノ

曰 ク肝臟硬變 症時 ニ於 テハ必 ズ肝臟銅含有量

ノ増加 ヲ來 ス モ ノナ リ ト.之 等 ハOschima

氏, Schonheimerノ ミナ ラズAskanazy,

 Herkel, Cherbuliez, Ausbaeher氏 等 ノ諸氏

ノ共 ニ唱道 スル所 ナ リ.輓 近米國 ニ 於 ケ ル

Mallory氏 一 派 ニ依 レバ銅 ヲ 經口的大量長時

間動物投與 ヲ行 フル時 ハ肝臟 ニ於テ色素 沈着

竝 ニ硬變症 ノ來ル事 ヲ實症 シ而 モ之 等肝臟 ニ

於 ケル變化 ハ明 カニ人類 ニ於 ケルHaemoch

 romatoseト 相 似 ナ リ ト述 ベ タ リ. 1934年3

月我國 ニ於 ケル釜本氏ハ膽色素結石形成 ニ銅

ノ關與 スル事 ヲ意圖 シ家 兎,家 鳩 等 ニ就 キ

實驗的 ニ膽 色素結 石 ヲ形成 セ シヲ以 テ明 カニ

之 ガ膽石形成 ノ原因 トナ リ得 ル事 ヲ指摘 セ リ

最近未 ダ銅 ヲ含有 セラ レズ トセラ レシ 「コ レ

ス テ リン」石灰石中ニ 於 テモ尚 ホ銅 ノ存在 ヲ

證 明スル者出 ルニ至 レリ.然 リ ト雖 モ今日ニ

テ未 ダ尚 ホ膽石形成 ノ過程 ニ關 シテハ種 々ノ

研 究行 ハ レ而 モ「カルチ ウム」鹽ガ膽石形成 ニ

關 シテ重大 ナル役割 ヲ演 ズ ル 事 ハ 今更竝 ニ

喋 々スル ヲ要 セズ即 チ「カルチウム」ノ膽石形

成 ニ及 ボス影響 ニ就 テハ古來種 々ナル研 究存

ス レ共,余 ノ寡聞 彼我 ノ内外 ヲ間ハズ,時 代

ノ新舊 ヲ論 ゼズ膽石形成上銅 ト「カル チウム」

ガ如何 ナル關係 ニ アル ヤニ關 シテハ實驗的研

究 ヲ行 ヒシモノ未 ダ之 ヲ見 ズ.依 テ余 ハ茲 ニ

膽石形成上特 ニ一重金屬銅 ト膽石形成上特 ニ

重要 ナル一無機物質「カルチ ウム」ガ血清竝 ニ

膽 汁中ニ於 テ果 シテ如何ナル關係 ニアルヤヲ

追 求 セン ト試 ミ次述 ノ實驗 ヲ行 ヒ將來之 ガ方

面 ニ於 ケル一先鞭實驗 タル ヲ期 セ リ.

第2章　 實驗材料竝 ニ方法

實驗動物 トシテハ8-15kg雄 性若犬ヲ使用 シ,

寄生蟲ニ關シテハ特ニ留意シ之ヲ有セルモノハ嚴

重除外セ リ.雌 犬ハ之ヲ使用セズ.使 用犬ハ普通

研究室食ニテ約1週 間飼養シ,充 分狎 レタル後之

ヲ實驗ニ供ス.採 血ハ常ニ早朝空腹時ニ於テ耳動

脉 ヨリ之ヲ行ヒ直チニ遠心沈澱ニ依 リ得 タル血清

ヲ使用シ少許タリトモ溶血反應 ヲ呈セシモノハ總

テ之ヲ除外セリ.「カルチウム」製劑 トシテハCa

Cl2(10%),銅 製劑 トシテハ其 ノ作用動物體ニ對

シ最モ緩漫ナリトセラルル酒石酸銅「ナ トリウム」

ヲ使用 シ之ガ注射量ニ就テハ多大 ノ犧牲ヲ拂ヒタ

ルモ總テ2%ノ モノヲ使用セリ注射ハ總テ後趾

薔薇靜脉 ヲ選ベリ血清「カルチウム」定量法ハ從來

最モ廣 ク使用セラレツツアルKrammer u. Tis

dall氏 法 ニ據 レリ.定 量ニ關スル一般注意ハ之 ヲ

略ス.膽 汁「カルチウム」定量ハ種々ナル方法存 ス

ルモ余ハGerhard Hecht氏 法ニ依 レ リ(Bio

chem. Zentschr. 143, Bd. 1923)肝 膽 汁瘻設置ハ

特ニ實驗操作中難中ノ至難 トサルル所ニシテ,在

來行ハレタル總輸膽管瘻設置法 トシテハBawlow

氏(1902)ヲ 初 メトシテLevoscheff(1983), Rons

 and Mc. Master(1923),川 島氏(1923),橋 本 氏

法(1931)等 種 々存スルモ余ハ我教室ニ於テ屡々行
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1220 鶴 身 孝 雄

ハルル橋本氏法ヲ改良 シテ之 ヲ行ヒタリ橋本氏法

ニ於テハ總テ肝膽汁ハ「グラス」管〔A〕ニ連結セル

太キ「ゴム」管〔C〕ヲ通 リ採集サルルモノニシテ普

通「ネラ トン」氏導尿管 ヲ〔B〕部ニ挿入シ之ヲ通ジ

テ採集セラル而モ之「ゴム」管 〔C〕ハ術後腹壁外ニ

出ル樣設置サルルモノニシテ早キハ術後第2日 目

ニ於テ之ヲ咬切ル恐 レ多分ニ存シ之ガ豫防 ノ目的

ヲ以テ針金製 ノ「マスク」或ハ金網製ノ腹部被ヒヲ

用フルモ之等ハ何 レモ術後使用犬ニ取 リテハ相當

ノ負擔 トナリ且精神状態ハ甚ダシク苦痛且陰鬱 ト

ナルモノノ如ク特ニ轡ニ至 リテハ前方ノ見エ難キ

爲カ食物攝取 ヲ行ハザル状態ヲ來シ易ク腹部金屬

性覆被ハ術創 ノ不潔ヲ招キ爲ニ甚ダシク全身状態

ノ惡化 ヲ來スコト屡々ナ リ又採集 ニ使用サルル

「カテーテル」ナルモノノ化學的純潔度ハ頗ル疑問

ニシテ且其 ノ間膽汁ニ對 シ不必要ナル惡影響ヲ及

ボス事少ナシ トセズ且「カテーテル」中ニ存在スル

膽汁ハ相當多量ニシテ連續採集スルニ非ラザレバ

無駄 トナリ爲ニ犬ノ衰弱ヲ來ス嫌ヒアリ.茲 ニ於

テ余ハ從來使用サレシ「グラス」管〔A〕ニ代 フルニ

圖 ニ示スガ如キU字 管ヲ以テセリ該U字 管ハ圖

示セルガ如ク皮下ニ全部埋没スベキ手術方法ヲ取

ル即チU字 管 ノ直径ハ輸膽管挿入部 ノモノト同樣

直径約2.5mmノ モ ノヲ用 ヒタリ,即 チ輸膽管「グ

ラス」挿入後皮膚側,或 ハ腹膜側ヨリ約1cmノ 切

開 ヲ皮膚,筋 膜,筋 肉,腹 膜 ト行ヒKocher氏 鉗

子 ヲ以テ皮膚側ヨリ之 ヲ把持 シ傷口外ニ牽出シ皮

膚直下ニ於テ恰モU字 管bノ 部ガ來 ル位置ニ於

テ腹膜竝ニ内腹筋膜ヲ縫合スル事圖 ノ如 シ次ニ筋

肉ヲ縫合,外 腹筋膜竝ニ皮膚ハbノ 外側ニ於テ密

ニ縫合シ「ヨー ド」丁幾塗布ヲ以テ消毒ヲ嚴 ニシ手

術 ヲ終ル.術後 使用犬ハ2日 乃至3日 ニ至 レバ自

ラ之ヲ甜 メ術創部ノ處置全ク不用 ニシテ眼脂其 ノ

他上述 ノ缺點ハ完全ニ之ヲ除キ得.術 後約1週 間

ニシテb部 ハ少 シク外部ヨリ見得ル状態 トナル.

此 時期ハ既ニ實驗可能 ノ時ナルヲ以テ直チニU字

管 ヲ引出セバ容易ニ且何等 ノ疼痛ヲ與フル事ナク

目的ヲ達シ得.後U字 管a部 ヲ取外 シ圖 ノ如 キ

2.5mmノ 直徑 ヲ有スル化學的純ナル「グラス」管

〔D〕ヲ蟲「ゴム」管ニ挿入シ採集セバ可ナリ.然 レ

ドモ之 ト蟲「ゴム」管ノ境 ヨリ膽汁ノ漏出スル恐レ

アルヲ以テ余ハ之ヲ少 シク瓶状 ニ擴大セシメタリ

再度檢査 ノ必要アル時ハ再ビU字 管ヲ前「ゴム」管

ト連接シ初 メテ腹部ノ被 ヒヲ行 フヲ便ナ リトス.

此時期 ニ於テハ之等 ノ操作ハ使用犬 ニ取 リテハ

些少ノ苦痛 トモナラズ余ハ此方法 ヲ以テ肝膽汁採

集法ノ最良 ノモノタルヲ確信 シ敢テ江湖ニ推奨セ

ント欲ス.(挿 圖參照)

第2章　 挿 圖
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第3章　 血清「カルチウム」消長ニ

關スル文獻竝ニ考案

人類竝ニ犬,草 食動物等ニ於テ膽石發生時

ニ於ケル「カルチウム」對「ビリルビン」,其 ノ

他膽汁成分ノ關係,正 確ナル「カルチウム」ノ

起源 竝ニ之ガ量的變化 ヲ惹起 スル諸影響乃至

ハ膽汁中ヨリ之等諸物質ノ沈着ニ便ナル多樣

ナル諸條件,或 ハ機 轉 ニ關 シテ ハ 既 ニ各 方

面,各 時代 ニ於 ケル論議 ノ目標タ ルハ文獻的

ニ詳 カナ リ.

Douglas R. Drury氏 等 ハ1924年 膽 汁 中

ニ排 出サルル 「カルチ ウム」 ノ全 量竝 ニ之 ガ

「カルチウム」石 發生 ニ及 ボス影響 ニ關 シ實 驗

的研究 ヲ行 ヒ之 ガ諒解 ニ便 ナ ラ シメ タ リ.

抑 々經 口的 ニ體 内ニ 輸入サルル「カルチ ウム」

ノ運命 ニ關 シテハ既 ニAristowski氏 ニ依 レ

バ犬 ニ於 テハ廻腸 ヨリ吸收 サルル事 ヲPoly-

fistelmetbode vou Londonニ 依 リ證 明 シ

Bergeim氏 ハ家兎 ニ於 テ 他 ノ方法 ニ依 リ之

ガ研究 ヲ行 ヒタルモ,現 今 ニ至ル實驗 ノ結果

ヲ見ルニ或 ハ水溶性「カルチウム」鹽ハ腸 管 ヨ

リ吸收 セラ レズ トナ シ他ハ吸收可能 即チ所謂

Blut-Ca-Spiegelヲ 上 昇 セ シム ト述 ベタ リ.

「カルチウム」鹽 ガ動 物飢餓時 ニ於 テ供給 サ ル

ル ニ於 テハ一般 ニ吸收 サルル モノニ シテ而 モ

之 吸收 タル ヤ腸管内 ニ於 ケ ルPHニ 關係 シ

PH3ニ 於 テ最 モ速 カナル モ此場合 ニ於 ケル吸

收 ト雖 モ完全 ナ ル モ ノ ニ非 ズ ト述 ベ シハ

Irving und Fergnson氏 ナ リ. Guassardo

 u. Flora Plola氏 ハCaChハ 空 虚 ナル 腸 管

ヨリハ僅 ニ其 ノ34-41%ノ ミ吸收 サルルモ

ノナ リ ト述 ベタ リ.此 點Hesse氏 ノ言 ニ一致

スル所 ナ リ.混 合 食時 ニ於 ケル「カルチウム」

吸收研究 ニ關 シテハ未 ダ實驗 的決定 ヲ見 ズ至

難 ノ事 トセラ レ植物 性食 品中ニ於 ケル 「イオ

ン」型 ノ「カル チウム」或 ハ 「カルチウム」鹽 ノ

結 合體ハ滲 透可能 ノ状態 ニ於 ケル極 メテ少量

ノモノノ ミ吸收 サルル事ハ文獻的 ニ明カナル

所 ナ リ而 シテ他 ノ大部分 ハ他 ノ機轉 ニ依 リ助

ケラルル,即 チ膽汁或 ハ脂肪含有量 ガ相 當影
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響 スルモノナ リ.

Roe, Kahn氏 等 ハ乳酸 「カルチ ウム」ハ血

清「カルチウム」ヲ上昇 セ シムル モ混合食 ニ際

シテハ之 ヲ來 サズ ト述 ベタ リ,即 チ食物 ニ關

係 シ大 イニ其 ノ吸收 ヲ妨ゲ ラルルモ ノナ リ ト

述 ベ タ リKochmann氏 ハ食 物中 ノ脂肪量 ニ

關係 ス ト云 フ.

Stoltes氏 ノ實驗 ニ依 レバ最好適度 ノ「カル

チ ウム」吸收 ハ1gノ 脂 肪 ト0.04-0.08gノ

「カルチウム」ガ食物中 ニ存 スル時 ナ リ ト述 ベ

タ リ. Holt, Emmet, Fales氏 等 ノ諸氏 ハ小

兒新陳代謝 ノ實驗 ニ於 テ脂肪 ニ富 ム食物 ヲ與

フル時 ハ「カルチ ウム」ノ吸收 ハ高 マルモノナ

リ ト述 ベタ リ.即 チ「カルチウム」ハ脂肪 ニ依

リ溶解性且吸收可能 ノ「カルチウム 」石鹸 ヲ作

ル ト言 フ説ナ リ.

上 述 ノ如 ク種 々ナル條件 ニ依 リ 「カルチウ

ム」 ノ腸 管吸收 ハ左右 セラルルモ ノナ リ爰 ニ

於テ余 ハ實驗 ノ 正確 且迅速 ヲ期 シ尚 ホ使用

「カル チウム」ノ完全 ナル體 内移行 ヲ欲 シ靜 脉

内「カル チウム」注射法 ヲ選擇 セ リ.

膽 汁諸成分 ノ血 中「カルチ ウム」,否 「カル

チ ウム」新陳代謝上極 メテ重要 ナル 意義 ヲ有

スルハ汎 ク諸學者 ノ唱 フル所 ナ リ.高 級脂肪

酸 ヲ以テスル「カルチウム」結合體 成立 ニ至 リ

テハ余等血 中「カルチウム」研究者 ニ取 リ度 外

視 スル能 ハズ.此 方面 ニ於 ケル研究 ヲ瞥見 ス

ルニKlinke氏 ハCholsaure, Desoxychol

saureハ0.01-mollosungニ テCaCO3, Ca3-

(PO4)2ノ 溶 解性 ヲ高 ム ト述 ベ タ リ. V. Ku

thy氏 ハ 生理的 ニ存 スルNa-Taurocholates

モ溶 解性 ヲ高 ムル働 キアル ヲ知 レリ而 モ之等

ハ吸收可能 ナル事 ヲ述 ベタ リ,一 方 「カルチ

ウム」排 出ニ關 シ膽 汁ガ如何 ナル位置 ニ アル

ヤハ膽石形成 ニ關 シ重大ナ ル影響 ヲ及 ボス所

ナ リ トス.

膽 汁中ニ常 ニ「カル チウム」ノ存在 スルハ既

知 ノ事實 ナルモ「カル チウム」ガ肝臟 ヨ リ輸膽

管ヲ經 テ腸管 中ニ排出サルル ニ果 シテ,之 生

體 ニ對 シ最終的 ニ失 ハルル モノナル ヤ或 ハ再

ビ腸管壁 ヨリ再吸收サ ルル モノナル ヤニ關 シ

テ ハ幾多 ノ疑 問 ア リ.

膽嚢 ヨリ「カルチウム」ノ吸收 サ ル ル事 ハ

Drury, Mirvish, Sacks, Shrire, Beckmann

等 ノ諸 氏 ニ依 リ明 カニサ レタル所 ナ リ.輸 膽

管 ヨリノ吸收實驗 ニ關 シテハ未 ダ之 ヲ見ズ.

膽 汁 ノ腸 管内缺 乏ニ依 リテ糞便 中ノ 「カル

チ ウム」増 加ヲ來 ス ト述 ベ シハKing, Bige

low, Pearce, Teifer, Adler, Emerson等 ノ

諸 氏ナ リAdler氏 ハ黄疸時 ニ際 シテハ特 ニ糞

便 中 ノ「カルチウム」石鹸 ハ増量 スル ト述 ベ而

モ此「カルチウム」石鹸 タルヤ2‰ ノNa-Tau-

rocholatノ 添 加 ニ依 リ溶 液 トナ シ得 ルモノナ

リ ト.

次 ニ血液採集 ノ場所 ニ關 シテ ハ 即 チ 血液

「カルチ ウム」ハ果 シテ平等 ニ存 スルヤ否 ヤニ

關 シテハV. Berz_??_ak氏 ニ依 レバ胸管淋巴 ハ

血清「カルチウム」ノ約90%ノ 「カルチウム」

ヲ含有 ス ト述 ベタ リ.而 シテ「カルチウム」吸

收 ニ際 シテ淋巴 ノ「カル チウム」含有量 ノ上昇

ヲ來サズ.且 肝靜脉,門 脉,薔 薇靜脉 ハ何 レ

モ普通 時 ニ於 テハ同一「カルチ ウム」量 ヲ有 ス

ト之 ニ關 シテハNedsewsky氏 モ既 ニ同一 意

見 ヲ發 表 セ リ.

肝臟 ヲ通 ル事ニ依 リ「カルチウム」量 ノ不變

ナル事 モ家兎 ニ於テハNedsewsky氏 ノ實驗
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ニ依 リ明 カナ リ.之 ニ 關 シテBeckmann氏

ノ同樣 ノ意見 ノ發表 アリ.余 ハ之等靜 脉 ニ於

テ採血 スルヲ最 モ理想的ナ リ ト考ヘタ ルモ時

間的 ニ比較的切 迫 セル間隔 ニ於 テ採 血 セン ト

スル余 ノ實驗 ニ於 テハ次第 ニ犬 ハ採血 ニ恐怖

ヲ來 シ採血困難 トナル嫌 ヒアリ.且 固定 ハ血

清「カルチ ウム」ノ變化 ヲ來 ス恐 レアルヲ以 テ

特 ニ耳動脉 ヲ採血場所 トセ リ.

余 〓自 由ニ使用犬 ヲ放 置 シ局所 ヲ充分 清浄

ナ ラシメ耳動 脉 ニ切開 ヲ加 ヘ採血時 以外 ハ

「ク レムメ」ニテ壓 シ止血 ヲ行 ヒタ リ.蓋 シ吾

人 ノ血清「カルチ ウム」量ハ生理的状態 ニ於テ

種 々變 ズルモノニ シテ温度,刺 戟,食 物,内

分 泌其 ノ他種 々ナル條件 ノ變 ズルニ從 ヒ之 ガ

變化 ヲ來 スハ勿論 ナル モ血清「カルチ ウム」上

昇 ガ最 モ膽石形成 ニ便ナ ラン ト考ヘ ラル.

教室 ニ於ケル大杉氏 ハ往年 中國地方 ニ於 ケ

ル膽石症患者分布 ノ統 計的觀察 ヨリ海岸地方

ニ特 ニ此疾患 ノ多數 ニ シテ,山 地 ニ比較 的少

數 ナルハ原因 トシデ海 岸地方 ニ於 ケル モノハ

小 魚ノ骨ヲ攝取 スルタ メナ ラン ト考 ヘタ リ.

此 如ク血清「カルチウ ム」上昇 ハ必ズ ヤ膽石

形成 ノ一動 機 トナルハ考 ヘ得 ル事 ニ シテ既 ニ

諸學者 ノ實驗 的研 究 ノ存 スルヤ枚擧 ニ遑 アラ

ズ余 ハ爰 ニ於 テ先 ヅ血清「カルチウム」上昇時

ニ於 ケル銅血 中輸 入 ニ關 スル血清 「カ ルチウ

ム」ノ増減 ヲ初 メ トシ普通時 ニ於 ケル夫 レ ト

寡 血清「カルチ ウム」時 ニ於 ケル夫 レヲ綜合 比

較 シ追加 スル ニ同時兩者血 中輸 入ノ場合 ヲ以

テ セリ.

銅 血 中 輸入 モ「カルチウム」ト同樣注射部位

トシテハ後趾薔薇靜脉 ヲ選 ベ リ.注 射時間30

-50secナ リ.

第4章　 血清 「カルチ ウム」ニ及ボ ス

銅「イオ ン」ノ影響 ニ關 スル

實驗的研究

第1項　 靜 脉内「カルチ ウム」注射

ヲ行ヘル際 ノ血清 「カル

チ ウム」ノ消長

血中「カルチウム」注射後ニ於ケル「カルチウム」

ノ運命ニ就テハ曩ニHeubner u. Rona氏 ノ犬 ニ

於 ケル研究竝ニ我國ニ於ケル一本杉氏ノ家兎ニ依

ル研究アルモ余モ亦血中「カルチウム」上昇手段 ト

シテ血中「カルチウム」注射法ヲ選ビシ故ヲ以テ茲

ニ改メテ實驗ノ順序 トシテ氏等 ノ實驗 ヲ追試 シ其

ノ成績ヲ見 タリ.以 下之ニ就キ述ブベシ.

注射用「カルチウム」ハCaCl2(10%)ヲ 用 ヒ使

用量ハ使用犬ノ體重ニ關セズ5ccト セ リ.

實驗成績 トシテ先ヅ注射後5分 ニシテ血清 「カ

ルチウム」量ハ最高位ニ達シ第3例 ニ於テハ20mg

%以 上ヲ示セリ.而 シテHeubner u. Rona氏 ノ

實驗ニ於ケル如ク時 ト共ニ順次之ガ下降ヲ來スモ

注射後6時 間ニ於テモ尚ホ血清「カルチウム」ハ注

射前「カルチウム」量ヨリモ高度 ヲ示ス觀ア リ.(第

1表 參照)

第1表
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第1表　 曲 線 圖

第2項　 正常血清「カルチ ウム」時 ニ

於 ケル銅「イオ ン」血 中輸入

ニ依 ル血 清「カルチ ウム」ノ

増減

血中銅注射劑 トシテ酒石酸銅「ナトリウム」ハ最

モ局所的ニ緩漫ナル作用 ヲ有スル故ヲ以テ之ヲ選

ビタリ. Mallory氏, Filehne氏 等 ノ學者ハ種々

ナル銅化合物ヲ用 ヒタリ.

我國ニ於ケル釜本氏ハ實驗的膽石形成ニ際シテ

ハ醋酸銅ヲ使用セリ余ハ使用犬 ノ體重ニ關係セズ

總テ2%ノ 酒石酸銅「ナ トリウム」10ccヲ 注射セ

リ.而 シテ之ガ成績ヲ通觀スルニ血清 「カルチウ

第2表
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ム」量ハ注射後5分-10分 ニ於テハ聊カ上昇ヲ見.

 30分-1時 間後ニ於テ少 シク下降シ1.5時 間-2

時間ニ於テ再ビ些少 ノ上昇ヲ見.以 後漸次下降ノ

傾向ヲ取ルモノノ如シ.蓋 シ之等變化ハ著明ナル

モノニ非ズシテ寧ロ.傾 向 ト稱スル方適切ナラン

カ.(第2表 參照)

第2表　 曲 線 圖

第3項　 過血清「カルチウム」時 ニ於

ケル銅「イオ ン」血中輸 入ニ

依 ル血清「カルチウム」ノ増

減

血清 「カルチウム」上昇手段 トシテ靜脉内「カル

チウム」注射法ヲ選ビCaCl2(10%)5cc注 射後30

分 ニシテ酒石酸銅「ナ トリウム」(2%)10ccノ 注

射ヲ行ヘリ.之 ガ變化ニ於テハ單ニ銅ノミノ注射

ヲ行ヘル場合ニ於ケル血清「カルチウム」ノ變化 ト

異 リ著 シク著明ナリ.即 チ第3表 ニ見ルガ如 ク血

中「カルチウム」注射後30分 ニシテ稍々下降セル

血清「カルチウム」量ハ銅 ノ血中輸入後5分 ニシテ

恰モ血中「カルチウム」輸入後5分ニ シテ示セル血

清「カルチウム」量 ト殆 ド同程度 ノ上昇 ヲ示セリ,

而 シテ漸次下降ス ト雖モ尚ホ1時 間-1.5時 間 ニ

於テハ甚ダシク高度ニ止 リ第2時 間後ニ於テ甚ダ

シキ下降ヲ示スガ如シ斯ル現象ハ 血中「カルチウ

ム」ガ或ハ膽汁中又ハ糞便尿中ニ排泄セラルルカ

或ハ生體内組織 ノ或部分ニ蓄積セラルルヤ尚ホ疑

問ニ屬シ而シテ之ガ膽汁内泄出ニ關シテハ後述ス

ル所アルベシ.

(第3表 參照)

第3表
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第3表　 曲 線 圖

第4項　 寡血清「カル チウム」時 ニ於

ケル銅「イオ ン」血 中輸 入 ニ

依 ル血清「カル チウム」ノ増

減

關藤氏ハ1929年 血液竝ニ尿中ニ於ケル「カルチ

ウム」ハ家兎 ニ於テ膽汁酸ヲ供給スル時ハ増加ス

ル事ヲ實驗セ リ.即 チ膽嚢瘻ヲ作 リ膽汁ヲ體外ニ

流出セシムル時ハ時 ト共ニ漸次寡血清 「カルチウ

ム」ヲ惹起 シ,膽 汁酸ヲ供給スル時ハ 正常價或ハ

其ノ以上ニ復歸スト述ベタリ.

又鬱血性黄疸時ニ於テハ血清「カルチウム」ハ初

期 ニ於 テ 増加 スル モ,後 減少 ス ト言 ヘ リ.

Bery, Kess u. Schermann等 ノ諸氏 ハ1928年

ニ交感 神 經 ヲ切斷 ス ル時 ハ寡 血 清 「カ ル チ ウ ム」ヲ

來 ス ト述 ベ タ リ又 腹 腔 内迷 走 神 經 切斷 術 ハ寡 血清

「カル チウ ム」ヲ來 ス トZondeck u. Vollheimer氏

(1929)ハ 交 感 神 經 ヲ刺 戟 シ迷 走 神 經 ヲ切 斷 スル 時

ハ「カ ル チ ウ ム」ノ減少 ヲ來 ス ト述 ベ タ リ.又 御前

氏(1927), Taku氏(1928),村 上 氏(1928),岡 村

氏(1928)等 ハ膽 汁 酸 ノ過 血「カ ル チ ウ ム」ヲ惹 起 ス

ル 現象 ハ 交 感 神 經 切 斷 ニ依 リ消 失 シ而 モ之 ヲ行 ヘ

ル家 兎 ニ,皮 下 膽 汁 酸 輸 入 ヲ行 フ時 ハ 血 清 「カ ル

チ ウ ム」ハ減 少 ス ト述 ベ タ リ.其 ノ他 寡 血 清 「カ ル
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チウム」ハ内分泌腺即チ副甲状腺等ニ依 リ左右セ

ラルルハ勿論ナルモ余ハ生理的状態ニ近キヲ理想

的ナリト考ヘV. L. Bollman, Goto氏 ノ 所謂飢

餓法ヲ用ヒタリ即チ體重20%以 上 ノ減少ヲ見ル

時ハ明カニ血清「カルチウム」ノ減少ヲ來スモノニ

シテ此時ニ於テ余ハ血中銅輸入ヲ試 ミタリ.

酒石酸銅「ナ トリウム」(2%)10cc注 射後血清

カルチウム」ハ普通時ニ於ケル 血中銅輸入ニ依ル

血清「カルチウム」ノ變化 ト大差ナク注射後些少 ノ

上昇ヲ見ルモ時 ト共ニ漸次下降ヲ來スモノナリ.

(第4表 參照)

第4表

第4表　 曲 線 圖

第5項　 「カルチウム」,銅 「イオ ン」

同時血 中輸 入ニ依 ル血清「カ

ルチ ウム」ノ増減

血清「カルチウム」上昇時ニ血中銅「イオン」注入

ハ吾人 ノ日常生活ニ於ケル膽石形成上最モ意義深

キモノナリ ト考ヘ 之 ガ實驗 ヲ試 ミタリ.而 シテ

CaCl2(10%)5cc,酒 石酸銅 「ナ トリウム」(2%)

5ccノ 同時注射ヲ行ヒ血清 「カルチウム」 ノ消 長
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ヲ考察スルニ注射後5分 ニシテ血清「カルチウム」

ハ最上 ニ達 シ20分 後少シク著明ニ下降 ノ傾向ア

ルモ漸次時 ト共ニ血清「カルチウム」ノ減少 ヲ來シ

4時 間後ニ於テハ正常「カルチウム」量 ニ復歸ス.

(第5表 參照)

第5表

第5表　 曲 線 圖
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第5章　 概 括

以上 ノ實驗成績 ヲ概括 スルニ銅 ノ血 中輸 入

ニ際 シテハCaCl2ノ ミ注射 ノ時 ヨリ速 ニ血清

「カルチ ウム」ノ下降 スルヲ認 ム.即 チ上昇 セ

ル血清「カルチ ウム」ハ生體 内 ノ何處 カニ速 ニ

沈着 スルカ,或 ハ膽汁,尿,糞 便 中ニ速 ニ排

泄 サ ルルカ,其 ノ何 レカ ト考 ヘ ラル然 シ血 中

銅輸 入ニ際 シテハ血清「カル チウム」ハ注射後

直 チニ之 ガ上 昇 ヲ來 スモ銅「イオ ン」ノミニテ

ハ夫 レホ ド明 カナラズ ト雖 モ豫 メ過血清 「カ

ルチ ウム」存在 スル時或ハ同時 ニ 「カルチウ

ム」ガ體 内 ニ輸 入サルル ニ於 テハ血清「カルチ

ウム」ハ著 シク上昇 スルヲ見 タ リ.

第6章　 銅ニ關スル文獻的觀察

竝ニ考 案

所 謂土性膽 色素結石 ト含炭性結石 ニ於 テハ

既 ニ定性 的ニ銅 ノ存在 スル事ハ明示 サルル所

ナ ルモR. Sohonheimer氏 竝 ニF. Oschima

氏(1929)ノ 研 究 ニ依 レバ 膽 色素結石 中ニハ

0.0159-0.27%ノ 銅 ガ 含有サ レ,「 コ レステ

リン」含有性 「カルチ ウム」色素結石 中ニ於テ

ハ0.03%ノ 銅 ヲ含有 ス ト發表 セ リ. Herkel

氏, Schonheimer氏 ハ例外 トシテ純 「コレス

テ リン」結 石,即 チ唯 「コレステ リン」ノ ミヨ

リ成立 セルモノニ於 テハ銅 ハ含有 セズ ト述 ベ

タ リ.然 レドモHerkel氏 ノ研 究ニ依 レバ銅

ト生理學的性質 ヲ大體 同 ジクスル亞鉛 モ亦膽

石 中ニハ尚 ホ其 ノ相當量 ガ粉末 トシテ存在 ス

ル事 ハ注 目ニ價 ス ト述 ベ肝臟 ニ於 テハ亞鉛 ハ

正常時 ニ於テ銅 ノ約2倍 量存在 スル ト,「マン

ガ ン」ハ1kgノ 膽石 中ニ約5mg含 有 サ レ,

其 ノ他鐵 分等 ノ膽石 中ニ重金屬 ノ存 スル事 ヲ

述 ベ之 ガ生理學的意義 ニ關 シテハ將 來大 イニ

研 究 ヲ要 スル所 ナリ ト云ヘ リ.

Tschirch氏 ニ從 ヘバ 人體 ニ 於 ケル 銅 ノ或

量 ハ 「ク ロロフイル」 ヨリ攝取 サルル ト言 ヘ

リ.即 チ銅 ハ植 物界 ニ於 テ「ヒロチ アナー ト」

トシテ存在 シ殘餘 ハ植物性蛋 白質 ト結 合 セル

モノナ リ ト.

銅 ガ小動物 ニ對 スル毒 素ナ リ トシテ記載 セ

シハNaegeli氏 ニ シテVoegthin氏 ニ據 レバ

蝌蚪 ニ就 キ實驗 ヲ行 ヒシ結果之等 ヨリ排 出 セ

ラルル「ムチ ン」樣 ノ物質 ハ銅鹽 ト結合 ス ト述

ベタ リ.同 樣 ニ井土 氏 モ亦所謂「ムチ ン」ノ重

金屬 ニ對 スル結合 力ニ就 キ記 スル所 アリ.

Mallory氏 ニ依 レバ銅 ヲ經 口的ニ供給 スル

ニ際 シ該量 ガ固體 ノ同化 ヲ營 ム量 ヨ リ超過 ス

ル時 ハ初 メテ肝 臟 ニ於 テHaemo chormatose

ト同樣 ナ ル變 化 ヲ來 ス ト稱 シタ ル ニ對 シ

Filinn u. Graham氏 ハ 最近肝臟 ニ於 テ色素

沈着 ヲ來 スハ人蔘,「 キヤベツ」等 ニ依 ルモノ

ナ リ トセ リ.

普 通 人 ノ肝臟 ニ於 ケル銅含 有量ハ大 島氏 ニ

依 レバ100gノ 組 織 ニ對 シ2.97mg,血 清 中

ニ於 テハKrebs氏 ニ依 レバ10人 ノ平 均 ニ於

テ正常 人血清1cc中0.91.10-3mg存 在 ス.膽

石症患者 ノ場合 ニ於 テハ0.81.10-3mgナ リ ト

述 ベタ リ.

Frederick氏 等 ハ血色素 ノ鐵 分ハ 銅 ニ ヨリ

置換 サルル ト云 フ.豚 ニ於 テハ生後 ノモノ ト

其ノ母體 ニ於 ケル肝臟 中ニハ略 ボ同樣 ナル銅

含有量 ヲ示 ス即チ胎兒 ノ肝臟 ニ於 テモ尚 ホ銅

ノ存在 スル事ハ銅 ノ造血器系統 ニ影響 アル事

ハ疑 ヒ得 ル事 ニ シテ,事 實銅 ヲ攝取 セシムル

時ハ血 液 ノO2運 搬 力ノ増加 スルハ周知 ノ事
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實 ナ リ又銅 ガ骨組織 ニ貯 ヘ ラ レザル事,即 チ

不溶解性 ノ燐酸鹽 ヲ作 ル モ何故 ニ沈着 セザル

ヤ トノ 疑 問ニ對 シFairholl氏, Schaw氏 ハ

「カルチウム」ノ沈着 ヲ妨グル ト同樣 ナル機轉

ニ依 リ沈 着 セ ズ ト説 明 セ リ. Frederick ,

 Flinn, Inonyeノ 諸 氏 ニ依 レバ 家兎 ニ毎 日

2mgノ 銅 ヲ飮料水 ニ混 シ12箇 月後各臟器 ノ

銅 ニ關 スル定量分析 ヲ行 ヒシ結果次 ノ如 ク發

表 セリ.

乾燥物質100中 ニ存スル銅

腦　 0.21mg

骨　 0.0046

髪　 0.024

心 臟　 0.05

腎 臟　 0.14

肝 臟　 0.25

肺 臟　 0.18

筋 肉　 0.008

脾 臟　 0.04

Mallory, Heil u. Nelson氏 ノ研 究 ニ 依 ル

モ 硫 酸 銅 ニ テ 飼 養 セ シ家 兎 ニ ハ 肝 臟 ニ於 テ 最

モ 多 量 ニ銅 ノ沈 着 ス ル ヲ 見 タ リ.

銅 ガ 血 色 素 形 成 ニ 重 要 ナ ル 意 義 ヲ存 ス ル 事

ハLewis, Weichselbaum, Mc. Ghee, Kra

uss, Elden, Sperry, Robscheit-Robbins,

 Whipple, Drabkin, Waggoner, Myess, Be

ard, Mitchell, Coworkers, Keil, Nelson,

 Titus, Cave, Hughes, Unterhill, Orten等

ノ 諸 氏 ノ 汎 ク 提 唱 ス ル 所 ニ シ テFilehne氏 ハ

1895年 ニ銅 ヲ動 物 ニ攝 取 セ シ ム ル 時 ハ 色 素 ハ

肝 臟 ニ 沈 着 ス ル モ 之 ニ 於 テ ハ 鐵 反 應 ナ シ ト述

ベ タ リ以 上 略 述 セ シ ハ 銅 ノ血 色 素 形 成,延 ヒ

テ ハ 「ビ リル ビ ン」形 成 ニ 對 ス ル 主 要 ナ ル 見 解

ヲ 示 ス モ ノ ナ リ トス.

第7章　 膽汁内「カルチ ウム」消長

ニ關ス ル文獻竝 ニ考 案

Hoppe-Seyler氏 ハ犬 ニ於 テ膽嚢 膽汁 「カ

ルチウム」量 ハ41mg%肝 膽 汁「カルチ ウム」

量 ハ31mg%ナ リ ト述 ベタ リ. Drury氏 ニ

依 レバ膽嚢 膽汁 ハ0.0061-0.0587%ナ リ ト而

シテJankau氏 ニ依 レバ「カルチ ウム」鹽 ヲ經

口的 ニ犬 ニ投與 スルモ膽汁「カルチ ウム」量 ハ

増加 セズ ト.膽 石形成 ニ關 與 スル 「カル チウ

ム」 ノ起源 ニ關 シテハ種 々見解 ノ差違 ア リ.

膽 嚢 ノ粘 液腺ガ「カルチウム」鹽 ヲ多量 ニ膽 汁

ニ與 フル モノナ リ ト述 ベ シモノア リ. Doch

mann氏 ハ肝臟 竝 ニ膽嚢 中 ニ於 ケル 「ナ トリ

ウム」 ト「カルチ ウム」ノ存在 ヲ比較 セ リ即チ

100gノ 乾 燥組織 中ニ於 ケル兩者 ヲ檢索 シ下

表 ノ成績 ヲ示 セ リ.

Ca　 Na

肝 臟　 7(mg)　 13(mg)

膽 嚢　 27　 10

即 チ明 カニ「カル チウム」ハ膽嚢 ヨリ吸收 サ

ルルモ膽嚢 ヨリノ排出 ハ考 ヘ ラ レズ トノ決 定

ヲ見 タ リ.

膽 道 ニ於 テ炎症 ノ存 スル時其 ノ滲出物 中ニ

「カルチ ウム」ノ増加 スル事實 ハ粘 液腺ガ刺戟

サ レタル際「カル チウム」ノ上昇 ヲ來 ス ト同 一

機構 ナ リ ト述 ベ シ學者 アリ蓋 シ之等 ハ目下 ノ

研究 ニテハ尚 ホ闡明 セ ラレズ.

「カルチ ウム」石形成機轉 ノ説 明ニ便利 ナル

條件 トシテ考ヘ ラルル ハ膽汁内「カルチ ウム」

ノ絶食時 ニ於 テモ尚 ホ平常値 ニ止 マ ラン トス

ル傾向 アル事 ナ リ然 レ共膽石形成 ニ關 シテハ

他 ノ種 々ナル條件 ノ加ヘ ラルル者 ニ シテ膽汁

ノ煩雜 ナル成分 ヲ有 スル事及 ビ膽道管壁 ノ状
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態 及 ビ「カルチ ウム」ト「コレステ リン」トノ對

稱等 ヲ考 フルモ亦興味深 キ事ナ リMc. Mas

ter氏 ニ依 レバ 「コ レステ リン」ハ 「カルチウ

ム」 ト同樣排出膽汁量 ノ減少スル時其 ノ濃度

ハ増 加 スルモノナ リ ト.往 年膽石形成 ノ原因

ヲ所謂白色膽汁 ニ歸 セシ事 アルモ白色膽 汁中

ニ於 テハ「カルチウム」ハ存在 スルモ 「コ レス

テ リン」ハ存在 セズ而 モ其 ノ「カルチウム」含

有 量タル ヤ甚 ダシク僅微 ニ シテ現 今之 ハ膽石

形成 ニサ シタル影響 ナ シ トセラル.

Calfer氏 ハ幼 兒ニ於 テ膽汁ガ腸 管中ニ缺 損

セルモノ,即 チ先天性膽 道鎖塞症或 ハ黴毒性

肝臟炎 ノ場合 ニ於 テ「カルチウム」ハ脂肪酸 ト

結 合 シ石 〓 ヲ作 ル ト述 ベBabkin氏 或 ハ

Whipple氏 ハ膽瘻 ヲ有 スル犬ニ於 テ ハ 骨軟

化 ヲ招來 ス ト述 ベ,最 近 ノ研 究ニ於 テハ膽瘻

ヲ有 スル犬 ハ多量 ノ「カル チウム」ヲ食 物 ヨリ

吸收 スル事 ハ疑 ン ト云 ハル.

Risell, Soboroue氏 等 ハ普通犬 ニ 「カル チ

ヴム」ヲ與 フル時,尿 中ノ 「カルチ ウム」排出

量 ノ増加 スル ヲ見 タ リ抑 々「カル チウム」ノ腎

臟竝 ニ腸 管 ヨリ排泄 ハ世 間周知 ノ事實ナ ルモ

肝 臟ガ果 シテ腎臟 或ハ腸 管 ト同樣 「カルチ ウ

ム」排泄器管 タル ヤ,否 ヤ ニ關 シテ ハ曩 ニ

Dittrich氏 ノ家兎ニ就 テノ研究 ア リ,即 チ鹽

化「カルチウム」ヲ靜脉内 ニ注射 シ膽汁 ノ「カ

ル チウム」量 ヲ測定 シ「カルチウム」ハ膽 汁中

ニ排 泄 セラ レザル モ ノ トセ リ. Gillert氏 ノ

犬 ニ於 ケル實驗 ニ依 レバ 尿 ト膽 汁中ニ排泄 セ

ラルル「カルチ ウム」量 ノ 比 ハ195:220ナ リ

ト.即 チ膽汁ハ尿 ノ 「カルチウム」ノ約60%

ヲ排 泄 ス ト.一 本 杉 氏ハ尿 中ノ「カルチ ウム」

ノ約40%ガ 膽 汁ニ出ヅル事 ヲ家兎 ニ就 キ實

驗 セ リ.同 氏 ハ注射後30分 乃至1時 間後 膽

汁内「カルチウム」量 ハ上昇 ス ト云ヘ リ.即 チ

一時血清「カルチ ウム」ハ組織 ニ移動 ス ルモノ

ナラ ンカ而 モ膽嚢 ハ「カルチウム」排泄 ニ關係

ナ シ ト.

Drury氏 ニ依 レバ犬 ニ就 キ肝膽汁 ハ 「カル

チ ウム」ヲ供 給 スルモ未定 ナ リ ト. Lichtwitz,

 Bock氏 ハ炎症 ノ存 スル 膽嚢 内容 中ノ 「カル

チウム」量ハ増加 ヲ示サ ズ ト述 ベタ リ.

第8章　 膽汁分泌ニ關 スル文獻的知見

膽石形成上膽 汁鬱滯ガ主要誘 發原因 トシテ

看過 スベ カラザルモノナル ハ既ニ先賢 ノ汎 ク

唱 フル所 ナ リ.然 レ共膽汁分泌 ノ過程 ハ今 日

ニ至 ル迄文獻 中幾多 ノ異議 ノ存 スル所 ニ シヲ

1924年Schiff氏 ハ 膽汁 ヲ絶 ヱズ 體外 ニ流失

セ シムル時 ハ分泌 ノ次第 ニ減 少 ス ル ヲ見 タ

リ.又 同氏 ハ膽汁 ヲ體 内ニ輸 入スル時 ハ輸 入

方法如何 ニ關係 セズ膽 汁分泌 ハ上昇 スル モノ

ナ リ ト述 ベタ リ.此 事實 ハ膽汁 内成分 ノ吸收

ガ膽 汁分泌 ノ過程 ニ關與 スル事實 ヲ證明 スル

ニ足 ル モノナ リ.

Lukjanoff, Albertoui, Okadaノ 諸 氏 ハ

飢餓時 ニ於 テハ膽汁 ノ分泌 ハ減 少 ス ト述 ベ斯

ル報告 ニ基 キPetroff氏 ハ動 物 ヲ 完全 ニ飢餓

ニ導 キ膽汁 ヲ外界 ニ誘 導 シテ完全 ニ排 泄 ヲ消

失 セシメタルモ比較的早期 ニ急 激ナル減 少 ヲ

來 スヲ見 タ リ. 此 際動 物 ヲ固定 セザ ル時 ニ於

テハ少 シク消失時 間 ハ遲延 ス.低 温 ニ於 テ膽

汁排出 ノ下降 スル ハBurker氏 ノ 實驗 ニ依 リ

明 カナ リ.

此 他尚 ホ動 物 ノ體位如何 ハ甚 ダ シク膽 汁分

泌 ニ關與 スル モノニシテStadelmann氏 ハ家

岡
山
醫
科
大
學
法
醫
學
教
室

109



1232 鶴 身 孝 雄

兎 ニ就 キ不規則 ニ膽 汁ハ 排出 サ ル ル ト述 ベ

Burker氏 ハ周期的 ニ 出 ズ ト述 ベタ リ.又 呼

吸運動 ニ關係 ア リ ト説 ク モ ノ尠 ナ カ ラズ

Potroff氏 ハ1秒 毎 ニ排出量 ノ差異 ア リ且呼

吸運動及 ビ筋肉 ノ痙攣 ニ モ 關係 ア リ ト云 ヘ

リ.而 シテ實驗前 ニ少量 ノ食物 ヲ與 ヘタルモ

ノニ於 テモ然 ラザルモノ ト著 シキ差違 ナ シ

ト.一 定時間 ニ於 ケル 膽汁量 ハ70匹 ノ家兎

ニ於テ各 々其 ノ排出量 ヲ異 ニ ス ト云 ヘ リ.

 Burker氏 モ 同樣各個體 ニ依 リ單位 時間 ノ排

泄量 ハ異 ル ト述 ベタ リ.又Petroff氏 ハ體重

ノ單位 ニ依 リ一定 セズ,恐 ラク膽汁成分 ノ如

何,胃 腸 ノ膨滿度 ニ依 ルモノナ ラン ト.又 冷

却,手 術 ノ如 キ影響 ニ依 リ分 泌量 ノ變 化スル

ハ勿論 ナ リ.呼 吸時 ニ 於 テハPotroff氏 ノ實

驗 ニ依 レバ「フアーテル」氏乳頭 ハ開 ク ト述 ベ

タ リ.尚 ホ同氏 ノ犬 ニ於 ケル實驗 ニ於テ即チ

總輸膽管瘻 ト膽嚢瘻兩者 ヲ設 置 シ檢 スル時 ハ

4匹 中3匹 ハ主 ニ膽嚢瘻 ヨ リ出ズ ルヲ見 タ リ.

 Bruno氏, Kloditz氏 モ同樣 ノ事 ヲ實驗 セ リ.

之 ハ膽道 系ノ緊張如何 ト「オ ツデイ」氏筋 ノ括

力ニ依 ルモノナラン ト.

曩 ニ恩師石山教授 ハ膽汁 ノ腸 内排 泄時 ニ於

ケル膽嚢 機能 ノ生體 ニ於 ケル實驗 ヲ精細 ニ行

ハ レ種 々ナル神 經毒素 ノ膽嚢 ニ及 ボス影響竝

ニ剔出膽嚢 ニ於 ケル夫 レヲ比較綜合 セ ラレ膽

汁 ノ腸 内排 分ニ與 ツテ力アル ハ膽嚢 ノ蠕動 促

進 ニ非 ズ シテ其 ノ筋緊張度 ノ亢進ナ リ トセラ

レタ リ.又 岩永氏 ノ研 究 ニ依 レバ催膽劑 ノ十

二指腸 粘膜刺戟 ニ依 ル膽 汁ノ反射的排 出ハ中

樞 神經 ト無關係 ニモ起 リ得 ト.而 シテ膽嚢 ヲ

剔 出 セル場合最初膽汁 ハ飢餓 ニ於 テモ漏出 シ

所謂淋瀝 ノ状 ヲ呈 ス レ共 漸次恢 復 シテ全 ク健

康 ナル膽嚢 ヲ有 スル モノ ト全 ク異 ルナ キニ至

ル.カ カル状態 ニ於 テハ輸膽管 ハ著 シク擴大

シテ又吸收作用 ヲ營 ミ膽嚢 ノ作用缺 如 セル ヲ

他 ノ膽道 ニ於 テ充分代償 シ得 ル モ ノナ リ.

「オ ツデイ」氏筋 ハ一定 ノ緊 張 ヲ有 シ不必 要ナ

ル膽汁 ノ流失 ヲ防 グ.其 ノ緊張度 ハ犬 ニ於 テ

平均148cm水 壓 ニ相當 シ剔 出 セル 場合 ニモ

著 シキ變化 ヲ示 スモノニ非 ズ ト云ヘ リ.

余 ハ爰 ニ於 テ次 ノ實驗中膽汁分 泌 ヲ時間的

ニ觀察 シ以 テ膽石形成 ニ關與 スル膽 汁分 泌 ノ

銅 ニ依 ル影響 ヲ窺 ヒ知 リ得 ルモ ノ ト信 ズ.

第9章　 膽汁「カルチウム」ニ及ボス

銅「イオ ン」ノ影響 ニ關スル

實驗的研究

第1項　 靜 脉内「カルチ ウム」注射 ヲ

行 ヒシ時 ニ於 ケル膽汁 「カ

ル チウム」ノ消長

血中「カルチウム」輸入後肝膽汁「カルチウム」量

ノ上昇ヲ來スヤ否ヤニ關スル既存 ノ實驗ハ第7章

ニ於ヲ詳述セシ所ナルモ余ハ實驗 ノ順序 トシテ本

實驗ヲ反覆追試セリ.注 射量ハ血清「カルチウム」

ノ場合 ト異 リ10ccヲ 供與セリ.而 シテ肝膽汁「カ

ルチウム」ノミナラズ之ガ性状竝ニ單位時間(1分

間)排 泄量 ヲモ 檢索セ リ.全3例 ニ於テ唯1例 ニ

於テノミ肝膽汁「カルチウム」ノ上昇 ヲ見ズ.他 ノ

2例 ニ於テハ明カニ注射後39分-1時 間ニ於テ著

明ニ上昇スルヲ見 タリ.之 即チ一本杉氏 ノ言ヘル

如 ク血清「カルチウム」ハ明カニ膽汁「カルチウム」

ニ影響アルモノノ如ク考ヘラル.

次ニ之ガ單位時間ニ於ケル排泄量ヲ見ルニ總テ

注射後減少スルヲ見タリ.而 シテ全4時 間ノ經過

ニ於テ漸次減弱スルモノト然ラザルモノトアリ.

膽 汁ノ性状 ヲ觀察スルニ概シテ注射前ニ於テハ黄
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色透明ニシテ注射後ニ於テモ同樣ナル性状色彩ヲ

呈シ少シク色彩 ノ濃厚味ヲ呈スル程度ニ止ル.

(第6表 參照)

第6表

第1表

第2表

第3表
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第6表　 曲 線 圖

第2項　 正常血清「カル チウム」時 ニ

於 ケル銅「イオ ン」血中輸 入

ニ依 ル膽 汁「カルチ ウム」ノ

増減

血中酒石酸銅「ナ トリウム」負荷後肝膽汁「カル

チウム」 ノ變化ヲ檢スルニ余ノ實驗ニ於テハ正常

犬3例 ニ於テ注射後15分 乃至30分 ニシテ大體上

昇ノ傾向ヲ示シ後漸次減弱スルモノノ如 ク而シテ

其ノ單位時間排泄量ニ至 リテハ實ニ驚 ク可ク多量

ニ シテ第1表,第3表 ニ於 テ ハ 明 カ ニ夫 レハ注 射

前 ニ於 ケ ル モ ノノ2倍 量 ヲ示 セル ハ 著 變 ナ リ ト言

フ ベ シ.

其 ノ性状ヲ檢スルニ色彩ニ於テモ注射後第2時

間目ニ於テ著明ニ黒褐色 トナル.之 或ハ 「ビリル

ビン」含有量 ノ増多ニ依ルモノナラント思惟セラ

ル.蓋 シ將來實驗的研 究ヲ要スル處ナリ.

(第7表 參照)
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第7表

第1表

第2表

第3表
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第7表　 曲 線 圖

第3項　 過血清「カルチウム」時 ニ於

ケル銅「イオ ン」血中輸 入ニ

依 ル肝膽汁「カルチウム」ノ

増減

過血清「カルチウム」時即チ「カルチウム」血中給

與後30分 ニシテ銅血中注射ヲ試 ミ肝膽汁「カルチ

ウム」ノ消長ヲ檢セリ.總 テCaCl2(10%)8cc注

射後30分 ニシテ 酒石酸銅「ナ トリウム」5cc注 射

ヲ行ヒタリ.而 シテ次表ニ示スガ如ク銅注射後ニ

於テハ肝膽汁「カルチウム」量ハ注射後少クトモ30

分 ニ於テハ上昇 ヲ來シ,約1時 間半後ニ於テハ多

少ノ下降 ヲ示ス.且 色彩 ヲ見ルモ約2.5時 間後ニ

於テハ著明ニ黒褐色 ヲ呈ス.單 位時間排泄 ヲ檢ス

ルモ銅輸入後ニ於テハ明カニ其 ノ増量 ヲ見 タリ.

(第8表 參照)

第8表

第1表
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第2表

第3表

第8表　 曲 線 圍
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第4項　 寡血清「カルチウム」時 ニ於

ケル銅「イオ ン」血中給與 ニ

ヨル肝膽汁「カルチウム」ノ

増減

寡血清「カルチウム」惹起後靜脉内銅注射 ヲ試 ミ

之ガ肝膽汁「カルチウム」ニ及ボス影響ヲ觀察セシ

ニ寡血清「カルチウム」誘起法 トシテ余ハ之場合ニ

於テモ血清「カルチウム」ノ場合 ニ於 ケル ト同樣

Bollmann氏 ノ飢餓法ヲ以テ之 ヲ惹起 セシ メタ

リ.

而 シテ後使用犬ヲ固定 シ總輸膽管内ニ 「グラス

カニユーレ」ヲ挿入シ膽嚢頸部ノ結紮ヲ行 ヒ後銅

注射 ヲ行 ヒタリ.

此場合ニ於テモ注射後15分-30分 ニ於テハ聊

カ上昇ヲ示シ單位時間排泄量モ銅注射後ハ明カニ

之ガ増量スルヲ見 タリ.其 ノ色彩モ注射後2時 間

ニ於テ著 シク黒褐色 トナル.(第9表 參照)

第9表

第1表

第2表
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第9表　 曲 線 圖

第5項　 「カルチウム」,銅 「イオ ン」

同 時 血 中輸 入 ニ依 ル膽汁

「カルチウム」ノ消長

CaCl2竝 ニ酒石酸銅「ナ トリウム」ヲ同時ニ趾薔

薇靜脉ヨリ注入スル時ハ大體ニ於テ前實驗ニ於ケ

ル ト同樣,注 射前ニ於ケルモノト比較シ,注 射後

ニ於 テ ハ1St. -2St.ニ シ テ排 泄 サ ル ル 膽 汁 ハ 明

カ ニ濃褐 色 トナ ル ハ蓋 シ興 味 深 キ 所 ニ シ テ 含 有

「カル チ ウム 」量 ハ30分-1時 間 ニ シテ 明 カ ニ 増

量 ヲ來 ス.然 レ共銅 注 入 ノ場 合 ニ於 ケル程 著 明 ナ

ラ ズ.蓋 シ「カル チ ウ ム」ト銅 ハ膽 汁排 泄 ニ關 シ反

對 ノ働 キア ル モ ノ ノ如 シ.(第10表 參 照)

第10表

第1表
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第2表 第3表

第10表　 曲 線 圖
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第10章　 總 括

肝膽汁「カルチウム」ニ及 ボス銅「イオ ン」影

響 ヲ通觀 スルニ正常血清「カルチ ウム」,過 血

清「カルチ ウム」寡血清「カルチ ウム」竝 ニ同時

血 中銅,「 カルチウム」上昇時 ニ於 ケル モノ總

テ ヲ通 シテ銅 血中輸 入後15分 乃至30分 ニ シ

テ肝膽汁「カルチ ウム」ハ明 カニ上昇 ヲ示 シ而

シテ之 ガ上昇程度 ニ至 リテハ各個體 ニ依 リ異

ルモノノ如 ク夫 レ以後 ノ經 過 ニ於テハ或 ハ上

昇或 ハ下降 ヲ來 ス而 シテ其 ノ性状ニ於 テモ大

體 同樣 ニ シテ注射後2時 間 ニテ其 ノ色彩 極メ

テ濃厚 ナ リ.黒 褐色 ヲ呈スルニ至ル ハ蓋 シ著

變 ナ リ ト云 フベ シ,其 ノ排泄量 ニ於 テモ銅注

射後著 シキ増量 ヲ見,後 漸次減退 スルモノノ

如 シ.

而 シヲ「カルチ ウム」ノ ミ注射 ノ場合 ト比較

考究 スルニ其 ノ排 泄量 ニ及 ボ ス影響 ハ恰 モ

「カルチ ウム」ト銅「イオ ン」ト反對 ノ作 用 アル

モノノ如 ク考 ヘ ラル.排 出量 ノ増加 ト 「カル

チウム」含有量 ノ増加 八一見不 可解 ノ如 クナ

ル モ排出量 ト「カルチ ウム」含有量 ハ關係 ナ シ

ト云ヘルDrury氏 ノ實驗 注 目 ノ價値 ア リ ト

云 フベ シ.

第11章　 結 論

以上 ノ實驗 ヨリ次 ノ如 ク結 論 セン トス.即

チ血 中銅給與 ニ依 リ血清竝 ニ肝 膽汁 「カルチ

ウム」 ノ一時 的上昇 ハ之 ヲ來 シ得 ル モ蓋 シ之

上昇タル ヤ極 メテ恒久性 ニ乏 シク從 ツテ之 ヲ

以 テ膽石 形成 ノ一原因 ナ リ ト考 フルハ穏當 ナ

ラズ ト雖 モ之 ヲ連續 的 ニ投與 スル時 ニ於 テハ

膽石形成 ノ一動機 トナ リ得ル ニ非ズ ヤ ト考 フ

ル モ亦一理 ア リ ト信ズ.

擱 筆スルニ臨 ミ御懇篤ナル御校閲ヲ忝ウセシ

恩師石山教授 ニ謹ミテ滿腔 ノ謝意 ヲ表ス又化學

的檢索ニ際 シ御深切ナル御教示 ヲ賜ハ リシ生化

學教室助教授寺岡博士竝ニ本研究中常ニ多大 ノ

御援助ヲ賜ハリシ辻岡學士,兼 松學士ニ對シ深
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